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 5)白鼠実験に於て肝中の遊離アミノN濃度は綴婁i
 病群と対象群との闇に有意の差を認めなかったが}腎、
 に於ては明らかに絢蟄病群に於ける低笛を認めた,
をま
 6)白鼠及び仔犬実験に於て尿中アミノ餌排泄量は1㌻霊
 血清無機燐と逆比例的関係を示した。
 排強1辮難1灘蕪纂1隷騒郷
 中遡弾雛アミノ再麺非泄は量コ約にも質的にも…彗差を認めな
 カ、つた.即ちアミノ嚇㈱随繭備の進行程慶と縷麟志
 議蕪雑1礫灘態(醐並び『ご失調)綴織
 1か無極一
 以上戚榔よ鵬二徽於て著劃:観察した…灘;
 病患児に於けるアミノ酸尿,アミノ酸尿に対するビタ勲鷺i'
モ シダ
 ミγDの効果を動物実験に於ても証明することが出来・鱗獅
た.i騰鐵
 がド
 本研究により著者は次の結論を得た・欝綴」
 AM簸郷於て尿中磁離アミノ1喰の撫騰貴が触1....・....,
 認められること.此のアミノ酸尿は特定のアミノ酸の」'''''"
 排泄増量によるものではなくgene臓li2edaminoacい
 dur量aに属する.而してビタミンD欠乏がその要因となってい
 ると思われる.
 B)御陵病のアミノ酸尿は腎細尿管に於けるアミノ酸専吸収の
 瞬碍に基くものであろう.而してそれは燐酸塩の再吸収と関聯を・
 有する.即ち,絢感病に於てアミノ峻尿が認められる場合には燐
 の尿中排泄の増量を伴う、アミノ酸の排泄が少くなると燐の尿中
 排泄も減少する,故に腎細尿管に於てアミノ綾は燐酸エステルの
 ・形で再吸1双されるものとヨ雛損11づ『る.
 C)ビタミγ工)は拘凄病のアミノ駿尿の改善に効果がある.故
 にビタミγDは慨1曝醤σア顧るアミノ酸の再刺又収に1腿的に
 作用すると考えられる.
 D)単なる栄養失調の状態ではアミノ酸尿は現われなレ、。向腹
 病のアミノ鹸尿は主としてビタミγDの欠乏に由来し,栄養状態
 の如イ司によら:なレ・とナ猷われる.
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審査結 果要
旨
 ノ」・児期にお・ける・アミノ酸代謝殊1てクル病にお・けるアミノ酸尿を癖コ心とした臨床的…寿験的研究であ
 る.
 第1報では正常小児にむける血清,尿中の遊離アミノ酸窒素について論じ,臍帯血清では6.0乙
 紹/ゴ.多,哩～マ2才の1血.清では4.30～5.95鰐/44の平均値を得ている.また血清アミノ酸
 窒素ひ駆吻)■血清蛋白(硯ガ/賜)めぺを求めてみると臍帯血にて最高で9.ア4,1～
 マ2才では6.5D～5."であった.
 廉遊離アミノ酸窒.素の24時間排泄費は年令の進むにつれて大となるが,これを体重1鞠当りに
 換算すれぱ大差煮ぐ,薄才で4。07鰭,1～5才で5.76"鰯,5～6才で5・51鰐野6～噂2才で
 52鞠である。
 第2報ではクル病小児の尿遊離アミノ酸窒素の排泄量が多いことを明かにし,ことに,thゼe-
 onlpe}methionine,vahηeltyrosi鷺tryptoPhane,!euci馬isoleu-
 cin}p}mnyoalallineが岩崩にみとめられgこれらはピタミγD投与レて依り速かに減少,消
 失することを幽かにし童翼ていわゆるD抵抗性クル病にみるアミノ酸尿はD剤の多1量投与でも改善
 されないことをみている.街クル病では血濡遊離アミノ酸量は上昇をみとめ巧了いことから本症のア
 ミノ酸尿は胃性(こ)ものであることを撞葡している.
 未熟児,肝炎,疫痢ならびに白」血病などにおけるアミノ酸尿は,これらの血清遊罐アミノ酸量が
 上頻していることによるものであることを実証している,
 第5報では7シ・ネズミ・ウサギ冷よび仔犬にお・いて実験的にクル病を発生せしめアミノ酸尿が
 惹起されるこ.と,そしてD治療によりこれが改善されること.異に仔犬クル病では血清遊離アミノ
 酸の上昇はみられないことをみとめ前報の臨床的観察を裏付りている.
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